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第63回18歳意識調査「政治とカネ」
調査概要

全国の17歳～19歳男女

1,000
※性年齢別の人口比率に合わせ、下記の通り割り付けを実施。

2024年4月12日（金）～4月14日（日）

インターネット調査

注記1：回答者がインターネット利用者に限られるなど、回答者に何らかの偏りが生じる可能性があり、
必ずしも日本全体の17～19歳男女に妥当するものではない。

注記2：本編の図表の数値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％と
はならない。

17歳 18歳 19歳 計
男 166 168 179 513

女 158 160 169 487

計 324 328 348 1,000

調査対象

回答数

実施期間

調査手法
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直近の選挙での投票有無
男女とも選挙があった人のうち5割弱が「投票に行った（期日前投票も含む）」と回答。「投
票に行きたかったが、実際には事情により行かなかった（行けなかった）」は2割弱存在する。

質問1：18歳以上の方に伺います。あなたは直近で実施された選挙（地方選挙も含む）で
投票に行きましたか。（単一回答）

4

全体
 (n=444)

男性
 (n=235)

女性
 (n=209)

47.7

46.8

48.8

18.0

18.3

17.7

17.1

14.9

19.6

17.1

20.0

13.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

投票に行った（期日前投票も含む）

投票に行きたかったが、実際には事情により行かなかった（行けなかった）

投票に行くつもりがなく、実際も行かなかった

これまでに自身が投票できる選挙があったかわからない

※「これまでに自身が投票できる選挙はなかった」と回答した人を除いて集計



提示文章①

次の設問から、 日本における政治資金問題に対するあなたの考えを
お伺いします。
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全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

3.8

5.1

2.5

16.3

17.7

14.8

46.9

42.1

52.0

33.0

35.1

30.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

4.2

5.1

3.3

20.5

21.8

19.1

44.1

39.8

48.7

31.2

33.3

29.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

4.4

5.7

3.1

8.5

10.3

6.6

31.9

28.8

35.1

55.2

55.2

55.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

日本の政治の印象
今の日本の政治に対する印象を聞いたところ、「民意をよく反映している」、「必要な判断が
適時できている」、「クリーンである」のいずれについても、全体では「そう思わない（※）」の回
答が約8～9割を占めた。 ※「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の合計。

質問2：あなたは、今の日本の政治について、どのような印象を持っていますか。以下の中からそ
れぞれあてはまるものを選んでください。（単一回答）
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民意をよく反映している 必要な判断が適時できている

クリーンである（不正や不透明なところがない）



全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

42.0

44.2

39.6

29.4

26.5

32.4

16.8

16.2

17.5

11.8

13.1

10.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

日本の国会議員の印象
政治資金の集め方や使い方について、国会議員が説明責任を果たしているとは思わないと
いう回答（※1）がいずれも約8割を占めた。他方、国会議員が特権や待遇を多く受けている
と思う人（※2）は全体の約7割にのぼった。
※1 「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の合計。※2 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。
質問3：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれにつ
いて、あなたの考えに近いものを選んでください。（単一回答）
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政治資金の集め方について説明責任を果たしている 活動費含む政治資金の使い方について説明責任を
果たしている

特権や優遇を多く受けている

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

4.0

4.9

3.1

14.6

15.4

13.8

38.3

36.1

40.7

43.1

43.7

42.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

3.8

4.5

3.1

13.7

13.5

14.0

36.0

33.7

38.4

46.5

48.3

44.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない



提示文章②

次に、政治資金問題についてお聞きします。
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提示文章③

9

政治資金問題とは?
• 政治資金パーティーとは、政治資金を集めるために行われるもので、法
律で認められた集金の手段です。パーティー券を団体や企業に販売し、
販売による収入から経費を差し引いた残額を政治資金にあてることがで
きます。ただし、特定の団体などとの癒着を防ぐため、政治資金パーティー
の収入や支出については、政治資金収支報告書への記載を「政治資金
規正法」で義務付けています。

• 一部の派閥では、当選回数や閣僚経験に応じて所属議員にパーティー
券の販売ノルマを設けており、そのノルマを超えた分の収入を所属議員
に還流（キックバック）していたとされます。しかし、還流を受けた議員側
ではこれらの収入を政治団体の収支報告書に記載せず、裏金化してい
た疑惑がもたれています。



提示文章④

2024年1月中旬、ある政党の複数派閥で、政治資金パーティーの収入を
政治資金収支報告書に記載しなかったとして、東京地検特捜部は派閥の
議員や秘書、会計責任者らを政治資金規正法違反の罪で起訴または略
式起訴しました。このうち一部の議員らへは、すでに裁判所が罰金刑や公民
権の停止を命じています。
これを受けて衆参両院の政治倫理審査会が実態解明を行っていますが、
2024年3月現在、解明は進まず、政治資金をめぐる問題は一段と混迷を
極めています。
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政治資金問題についての認知

質問4：あなたは、今回問題になっている「政治資金問題」について、知っていましたか。（単一
回答）

政治資金問題について、男性では「具体的な内容は知らないが、言葉としては聞いたことが
あった」がもっとも多いものの、「具体的な内容を含め、知っていた」も僅差で続いた。他方、女
性では「具体的な内容は知らないが、言葉としては聞いたことがあった」が約5割と他と大差。

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

30.7

35.3

25.9

42.1

38.4

46.0

19.4

16.2

22.8

7.8

10.1

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

具体的な内容を含め、知っていた
具体的な内容は知らないが、言葉としては聞いたことがあった
知らなかった
回答しない
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政治資金問題における説明責任

質問5：政治資金問題について「具体的な内容を含め、知っていた」と回答した方に伺います。
今回の問題に関係する国会議員は、政治資金問題について、国民への説明責任を果たしてい
ると思いますか。（単一回答）

12

政治資金問題について具体的な内容まで知っていた人のうち、関係する国会議員が、国民
への「説明責任を果たしていない（※）」と回答した人が、男性では約7割、女性では約8
割を占めた。
※「まったく説明責任を果たしていない」、「あまり説明責任を果たしていない」の合計。

全体
 (n=307)

男性
 (n=181)

女性
 (n=126)

6.2

7.7

4.0

17.9

17.7

18.3

33.2

32.6

34.1

40.7

40.3

41.3

2.0

1.7

2.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

十分に説明責任を果たしている
一部は説明責任を果たしているが、十分ではない
あまり説明責任を果たしていない
まったく説明責任を果たしていない
わからない/ 回答しない



全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

2.3

3.3

1.2

8.7

10.7

6.6

28.1

25.9

30.4

31.4

33.1

29.6

22.6

18.5

26.9

6.9

8.4

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼できる どちらかというと信頼できる
どちらかというと信頼できない 信頼できない
わからない 回答しない

情報源への信頼度

質問6：政治資金問題について、以下に示すそれぞれの情報に対するあなたの信頼度を教えてくだ
さい。（単一回答）
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政治資金問題に関する情報に対して、「国会での首相答弁」と「政治倫理審査会での弁明
と質疑」では全体の約6割、「該当する国会議員による、メディアの取材への回答」では約7
割が、「信頼できない（※）」と回答。 ※「どちらかというと信頼できない」、「信頼できない」の合計。

国会での首相答弁 該当する国会議員による、メディアの取材への回答

政治倫理審査会での弁明と質疑

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

1.9

2.7

1.0

7.3

6.8

7.8

32.4

30.8

34.1

36.6

36.8

36.3

15.9

15.2

16.6

5.9

7.6

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼できる どちらかというと信頼できる
どちらかというと信頼できない 信頼できない
わからない 回答しない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

3.2

3.7

2.7

11.8

13.3

10.3

29.3

26.5

32.2

31.4

33.7

29.0

18.1

15.2

21.1

6.2

7.6

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼できる どちらかというと信頼できる
どちらかというと信頼できない 信頼できない
わからない 回答しない



全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

64.0

64.9

63.0

13.3

13.5

13.1

22.7

21.6

23.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

投票に行くと思う 投票に行かないと思う わからない/ 回答しない

投票機会での参加有無

質問7：あなたは今後、投票機会があった場合、投票に行くと思いますか。（年齢に関わらず全
員、単一回答）

14

今後、投票機会があった場合、男女とも約6割が「投票に行くと思う」と回答。



投票に行く理由

質問8：「投票に行くと思う」と回答した方に伺います。行くと思う理由は何ですか。あなたの考え
にもっとも近いものを選んでください。（単一回答）

15

今後、投票機会があった場合、「投票に行くと思う」と回答した人のうち、男女とも約5割が
「政治資金問題と関係なく投票するつもりだから」と回答。他方、「政治資金問題のあった候
補者・政党に不支持の意思を示したいから」との回答は、男性で約3割、女性は約2割。

全体
 (n=640)

男性
 (n=333)

女性
 (n=307)

23.1

26.7

19.2

3.6

3.9

3.3

10.5

8.4

12.7

49.7

49.2

50.2

1.9

1.2

2.6

11.3

10.5

12.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

政治資金問題のあった候補者・政党に、不支持の意思を示したいから
政治資金問題のあった候補者・政党であっても、支持の意思を示したいから
政治資金問題のない候補者・政党に支持の意思を示したいから
政治資金問題と関係なく投票するつもりだから
その他
わからない/ 回答しない

その他
• とりあえず
• 投票する権利を使うべき
• 日本という国民主権の場において、国民で
ある自分の責務だと思うから。

• 今回の問題以前に投票しないと政治に口
出す権利がないと思っているから

• 政治参加への意識を強めるため
• 良い日本にしていくためには良い政治家を
選ばなければならない

• 民意を反映してくれる候補者・政党を支持
したいから

• 政治資金問題だけでなく、様々なな事を
天秤にかけて候補者に投票したいから。

• 自分の信頼できる政党に投票したいから
• 少しでもマトモな政党を選ぶため
• ダメな議員を引きずり下ろすため
• 明らかにやばい人の当選確率を下げるため



全体
 (n=133)

男性
 (n=69)

女性
 (n=64)

17.3

18.8

15.6

27.8

26.1

29.7

33.1

26.1

40.6

7.5

11.6

3.1

14.3

17.4

10.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

支持していた候補者・政党に政治資金問題があったが、それ以外に投票したい先がないから
政治資金問題で政治全体が信頼できなくなったから／興味がなくなったから
政治資金問題と関係なく投票するつもりがないから
その他
わからない/ 回答しない

投票に行かない理由

質問9：「投票に行かないと思う」と回答した方に伺います。行かないと思う理由は何ですか。
あなたの考えにもっとも近いものを選んでください。（単一回答）
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男性では「政治資金問題で政治全体が信頼できなくなったから／興味がなくなったから」が
「政治資金問題と関係なく投票するつもりがないから」と同率で一位。女性では「政治資金
問題と関係なく投票するつもりがないから」が他に大きく差をつけ、全体の約4割にのぼった。

その他
• 政治のことを全く知らないから
• 今の政治に期待できない
• 今の所、この人に投票したいと思えるよう
な候補者がいない

• どこもダメだから
• 具体的な目標を掲げていても、それを本
当に実現するのかが、ニュースなどを見て
わからなくなった。

• 私個人の1票で、日本政治が大きく変
わることなんてまず、ありえない。しかも、
今の日本で必要な国内における支援を
すべて外交に振り切ってる点もあるから、
迂闊に投票しても意味がない。ちゃんと、
国内における政治発展を世に示してから、
投票しようと考えてる。

• めんどくさいから（複数）
• こんな世の中どうにでもなれと思ったから



現在の政治についての考え

質問10：現在の政治について、あなたはどちらの考えに近いですか。（単一回答）

17

男性では「政治資金問題以外のテーマに取り組むべきだ」が「政治資金問題についてさらに
追及すべきだ」を上回ったが、女性では逆の結果となった。

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

32.8

31.4

34.3

34.3

38.0

30.4

32.9

30.6

35.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

政治資金問題についてさらに追及すべきだ
政治資金問題以外のテーマに取り組むべきだ
わからない/ 回答しない



若者の政治離れか、政治の若者離れか

質問11：日本の政治について、あなたはどちらの考えに近いですか。（単一回答）

18

離れていっているのは若者か政治かを聞いたところ、男女とも4割以上が「政治の若者離れが
進んでいる」と回答した。

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=513)

女性
 (n=487)

54.2

52.8

55.6

45.8

47.2

44.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

若者の政治離れが進んでいる 政治の若者離れが進んでいる
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